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景観写真コンテスト入選作品が
決まりました

　去る３月９日、建築士会館１階会議室にて赤根会長、
北村審査委員長をはじめとする参加者９名で第１回景観
写真コンテストの審査会を開催し、応募総数37作品の
中から８点の入選作品が決まりました。ご応募いただい
た方々には厚く御礼申し上げます。
　定義することが難しい「景観」ではありますが、人そ
れぞれの思う景観を持ち寄ることでなんらかの方向性が
見えてくるのではないかという思いから作品を募集しま
した。今回寄せられた37の作品を５つのカテゴリに分
類したのが次の円グラフです。

文化財・まちづくり委員会景観部会　部会長　曽我部　準

　カテゴリは応募票の項目として５つ用意したものの中
から応募者の主観で○印をいれてもらったものです。約
半数を歴史文化カテゴリの作品が占めています。また他
のカテゴリの中であっても歴史文化カテゴリの要素を含
む作品も多く見受けられました。どうやら歴史文化的な
建築物を景観としてとらえていると言えそうですが、こ
れを結果とするのは早計です。まだ第１回目なので回を
重ねることや、建築士からの目線だけではなく一般の方々
の目線も参考にして、より確かなものにしていきたいと
考えています。
　審査は審査員各々の目線で、よいと思われる作品に票
を投じるという方法を取りました。１次審査で入選作品
の８点、２次審査で入選作品の中から特賞及び入賞作品
を５点、３次審査で佳作１点を決めました。審査自体は
粛々と進みましたが、もう少しそれぞれの感想を交えな
がら進めるやり方もあったのではないかと感じました。
　今回、次ページに受賞作品８点を掲載し、５月の総会で
は表彰式を執り行う予定で準備を進めています。また、
受賞作品は建築士会館に展示をする方向でこちらも協議

を進めています。
　審査委員長をお願いした建築写真家の北村徹さんより
講評を頂きましたので、それを記して結びとします。
《講評：北村徹審査委員長》
「景観写真コンテストは建築士の方々の数少ない出展数
ではあったが、彼ら特有の目線で捉えられたものが多く
実に見ごたえがあった。常日頃、建築士としての目線で
社会全体を冷静に、そして誠実に観察されていることも
また十分に窺い知ることができた。これらは彼らのメッ
セージであり願いでもある。『言葉ではなく写真という
媒体を通して考えてみよう』が今回の写真コンテストの
最も重要なコンセプトだからである。第二回からは一般
応募も考えていると聞いた。プロの建築士の視点もさる
ことながら、一般の方々の新鮮な目線で捉えた独自の景
観を是非見たいものである。『歴史ある建築は壊すのは
簡単。しかし二度と同じものを作ることはできない』こ
れらの文化的遺産を保存し後世に残すことの大切さを、
このコンテストを通じて一人でも多くの人たちに理解し
てもらいたい。その第一歩として景観写真コンテストが
催されたことは、実に喜ばしい限りである。」
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『旧東洋紡績赤レンガ倉庫』　杉山博司

特賞（審査委員長賞）

夜の帳が降りる駅』　伊予支部写真同好会

入賞（会長賞）

入賞（文化財・まちづくり委員長賞）

『石畳の秋』 和田崇

入賞（副会長賞）

入賞（副会長賞）

『御神木と拝殿』 高出嘉人

佳作

『海南寺と桜』 花岡晶子

『文化の日の長閑なお堀』 黒河孝俊

入選

『千木』 永井由起

入選

『栄光教会』 峰岡義則


